
次亜塩素酸ナトリウムの希釈方法（計算式）

水に加える

　　　 原液の量（ｍｌ）

　○嘔吐物や下痢便等で汚染された場所の処理

　○ドアノブ・手すり等の汚染の可能性がある場所。

ドアノブ・手すり等

０．０２％（２００ｐｐｍ）

４ｍｌ＋水９９６ml

２０００ｍｌ

＊通常、ハイター容器のフタに入る量は25ml、ペットボトルのフタに入る量は5ml

　　　　　　　　　　対象物・濃度

　　　作りたい量

１０００ｍｌ
（１リットル）

嘔吐物・下痢便等

０．２％（２０００ｐｐｍ）

４０ｍｌ＋水９６０ml

５００ｍｌ
（０．５リットル）

２０ｍｌ＋水４８０ｍｌ ２ｍｌ＋水４９８ml

２０ｍｌ＋水４９８０ml

１６ｍｌ＋水３９８４ml

消毒液の作り方（ノロウイルス対策）

　（例）次亜塩素酸ナトリウムの原液（５％）を使用する場合。

　作りたい量（ｍｌ） × 作りたい次亜塩素酸ナトリウム液の濃度（％/100）

次亜塩素酸ナトリウム溶液「ハイター（塩素系）等」５％原液を使用する場合
の原液の量

原液の次亜塩素酸ナトリウム液の濃度（％/100）

０．２％（２０００ｐｐｍ）溶液を５０００ｍｌ作る場合は容器に２００ｍｌの原液（濃度５％）を
入れて５０００ｍｌにする。

０．０２％（２００ｐｐｍ）溶液を５０００ｍｌ作る場合は容器に２０ｍｌの原液（濃度５％）を入
れて　５０００ｍｌにする。

１２ｍｌ＋水２９８８ml

８ｍｌ＋水１９９２ml

４０００ｍｌ

５０００ｍｌ
（５リットル）

１６０ｍｌ＋水３８４０ml

２００ｍｌ＋４８００ml

３０００ｍｌ

８０ｍｌ＋水１９２０ml

１２０ｍｌ＋水２８８０ml


